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安全・安心分野への社会シミュレーションの応用 

組織やシステムが関与している事故が多発する現状の反省から，「安全」の価値観が今まで以上に見直されて

いる。「安全」を達成するためにはシステムを構成する個々の要素の信頼性技術や安全性技術の向上に努めるだ

けでは不足であり，人間を視野の中心において人の心理特性や認知特性なども考慮したマネジメントや情報ネッ

トワークの設計を考えることが重要となってきた。そこで本研究室では安全・安心問題の諸問題に対してシミュ

レーションの積極的な活用を考えている。仮想世界で間違いを体験することで，現実社会では失敗を減らし，よ

りよい意思決定ができるのではないかと考える。全体的に物事を把握することを特徴とするシステム思考の育成

を，教育および研究の方針としている。そのために多主体複雑系の概念を取り入れたエージェントベースアプロ

ーチを，より積極的に研究手法に取り入れている。 
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応用として地域防災の研究を考えている。現在、大震災のみならず、台風、大雪等の災害によってコミュニテ

ィの持続可能性が脅かされるリスクが高まっている。しかも、その被害の影響を大きさやスピードは事前に予想

することができない。このような現代の災害に対しては、平時でのコミュニティの機能・役割の把握や多様な組

織によるネットワーク構築とともに、緊急時の機能・役割転換やネットワークの活用に関するデザインやマネジ

メントが求められる。特に多摩ニュータウンのように、計画的につくられたまちの構造や、人口減少・超高齢化

の進行といった背景を持つような都市においては、その特性に合わせたコミュニティデザインの考え方や手法を

確立する必要がある。それをレジリエンスシティの構築という観点から考える。災害に強いコミュニティをどう

デザインし、マネジメントするのかといった理論的枠組みや手法についての実践的な研究を行う。特にオープン

データの活用やシミュレーションといったＩＣＴを活用した取り組みと、コミュニティデザインや災害エスノグ

ラフィーといった地域経営の知見を合わせて、多摩大らしい、広い意味での防災に関する研究ドメインの確立を

目指す。 
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